
郡
上
市
の
教
育
理
念

　
北
海
道
の
北
部
に
位
置
す
る
下
川

町
は
、
面
積
約
6
6
4
㎞
、
そ
の
約

90
％
が
森
林
の
山
間
地
で
す
。
夏
の

気
温
は
30
℃
以
上
、
冬
は
マ
イ
ナ
ス

30
℃
以
下
、
年
間
の
寒
暖
差
が
60
℃

に
も
な
る
地
域
で
す
。

　
古
く
か
ら
林
業
・
林
産
業
で
栄
え

た
町
で
、
現
在
は
、
森
林
を
育
て
・

伐
採
し
・
植
林
し
て
ま
た
育
て
る

「
循
環
型
森
林
経
営
」
を
行
う
と
と

も
に
、木
材
だ
け
で
な
く
端
材
や
炭
、

未
利
用
材
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
な
ど
、
森
の
恵
み
の
す
べ
て
を

利
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
下
川
町
は
「
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の

聖
地
」
と
し
て
も
有
名
で
す
。
オ
リ

ン
ピ
ア
ン
の
葛か

さ
い西
紀の

り
あ
き明
選
手
や
伊い

と
う藤

有ゆ
う
き希
選
手
、
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ

五
輪
で
3
つ
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た

二に
か
い
ど
う

階
堂
蓮れ

ん

選
手
な
ど
、
下
川
町
で
技

術
を
磨
い
た
選
手
が
多
く
い
ま
す
。

　
郡
上
市
と
下
川
町
と
の
つ
な
が
り

の
歴
史
は
、
今
か
ら
1
2
0
年
以
上

前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　
明
治
時
代
に
政
府
が
中
心
と
な
っ

て
「
北
海
道
の
開
拓
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
時
未
開
発
だ
っ
た
北
海
道

の
土
地
や
資
源
を
活
用
す
る
た
め
、

本
州
か
ら
多
く
の
移
住
者
を
募
り
、

農
業
や
都
市
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
明
治
34
年
4
月
に
、
現
在
の
下
川

町
上か

み
な
よ
ろ

名
寄
に
、
高
鷲
村
か
ら
24
戸
51

名
が
入
植
さ
れ
、
こ
れ
が
下
川
町
の

開
拓
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後

も
北
濃
村
か
ら
26
名
が
入
植
さ
れ
る

な
ど
、
開
拓
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
そ
の
子
孫
で
あ
る
方
々
が

下
川
町
に
多
く
暮
ら
し
、
今
な
お
高

鷲
を
「
母
村
（
ぼ
そ
ん
）」
と
呼
び
、

ル
ー
ツ
を
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
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こ
の
よ
う
な
下
川
町
と
の
つ
な
が

り
（
地
縁
・
血
縁
）
を
、
自
分
た
ち

の
先
祖
の
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
次

世
代
を
担
う
中
学
生
が
学
ぶ
こ
と
、

ま
た
、
ふ
る
さ
と
の
未
来
を
考
え
る

こ
と
を
ね
ら
い
、「
郡
上
市
中
学
生

下
川
交
流
活
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
市
内
の
中
学
生
に
公
募
し
、
選
考

し
た
10
名
が
、
8
月
19
日
～
22
日
ま

で
の
4
日
間
、
下
川
町
を
訪
問
し
ま

す
。

　
下
川
交
流
活
動
で
は
、
下
川
小
学

校
児
童
や
下
川
中
学
校
生
徒
と
の
交

流
の
ほ
か
、
郡
上
お
ど
り
を
通
し

て
、
上
名
寄
伝
統
芸
能
保
存
会
や
下

川
町
の
方
々
と
の
交
流
を
行
う
予
定

で
す
。
ま
た
、
下
川
産
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
（
燃
料
チ
ッ
プ
）
を
活
用
し
た

　
下
川
町
で
の
交
流
や
体
験
か
ら
、

あ
ら
た
め
て
郡
上
市
の
よ
さ
や
自
身

の
生
き
方
を
見
つ
め
る
機
会
と
な
れ

ば
と
考
え
ま
す
。

　
参
加
す
る
中
学
生
の
各
学
校
で
の

報
告
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
人
が
郡

上
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思

い
、
ま
た
未
来
づ
く
り
の
視
点
を
得

る
場
と
し
て
い
き
ま
す
。
本
交
流
活

動
を
通
し
て
、
将
来
の
郡
上
や
日
本

北
海
道
上
川
郡
下
川
町
と

郡
上
市
と
の
つ
な
が
り

郡
上
市
中
学
生

　
　
　

下
川
交
流
活
動

森
林
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
「
バ
イ

オ
ビ
レ
ッ
ジ
」
や
関
連
施
設
の
見
学

な
ど
、
持
続
型
森
林
経
営
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
と
い
っ
た
未
来
の
ま
ち
づ

く
り
の
在
り
方
を
学
ぶ
こ
と
も
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
本
交
流
に
向
け
、
参
加
生
徒
は
事

前
研
修
（
3
回
）
を
行
い
、
歴
史
や

文
化
、
人
々
の
思
い
を
学
び
ま
す
。

ま
た
、
事
後
研
修
、
各
校
で
の
報
告

会
、
市
で
の
報
告
会
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

【
事
前
研
修
内
容
】

〇
郡
上
市
の
現
状
を
学
ぶ
研
修

〇
郡
上
お
ど
り
研
修

〇
開
拓
の
歴
史
を
学
ぶ
研
修

【
事
後
研
修
・
報
告
会
】

〇�

交
流
活
動
で
の
学
び
を
ま
と

め
、各
校
の
生
徒
や
市
民
の

み
な
さ
ん
に
報
告
し
ま
す
。

を
支
え
る
担
い
手
を
育
成
し
て
い
き

ま
す
。

令
和
７
年
度　
下
川
町
夏
祭
り
の
様
子

下
川
の
地
で
も
郡
上
お
ど
り
「
春

駒
」
が
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

提
供
：
下
川
町
教
育
委
員
会

郡
上
市
中
学
生

　
　
　
　
下
川
交
流
活
動
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